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美
山
窯
元
祭
り

◆ 

と　

き　

１１
月
初
旬

◆ 

と
こ
ろ　

日
置
市
東
市
来
町
美
山
地
区

　

県
下
最
大
の
薩
摩
焼
の
産
地
美
山
地
区
で
毎
年
十
一

月
初
旬
に
薩
摩
焼
の
イ
ベ
ン
ト「
美
山
窯
元
祭
り
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。ロ
ク
ロ

や
絵
付
な
ど
が
体
験
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
陶

工
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

な
が
ら
自
分
だ
け
の
薩

摩
焼
を
作
製
で
き
ま

す
。県
内
外
か
ら
多
く

の
薩
摩
焼
フ
ァ
ン
が
訪

れ
、
晩
秋
の
陶
郷
美
山

が
沸
き
返
り
ま
す
。

薩
摩
焼
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

営 営業時間 休 休日 体 体験 駐 駐車場 

桂
木
陶
芸

桃
伯
窯

桂
木
武

①
か
つ
ら 

ぎ 

と
う
げ
い

と
う
は
く
が
ま

　

素
朴
で
力
強
い
黒
薩
摩
、

用
と
美
の
調
和
白
薩
摩
。先

人
の
生
活
の
知
恵
と
心
豊

か
さ
、
飽
く
な
き
技
術
向
上

へ
の
精
進
が
伺
え
る
伝
統

工
芸
を
、
ロ
ク
ロ
職
人
と
し

て
世
代
の
生
活
に
生
き
る

焼
物
を
創
造
し
て
い
る
。花

器
、
茶
道
具
か
ら
日
用
品
ま

で
幅
広
く
製
作
し
て
い
る
。

日
置
市
東
市
来
町
美
山
１
５
２
４

☎
０
９
９-

２
７
４-

２
２
０
７

営　

９
時
00
分
〜
１８
時
00
分（
冬
季
は
17
時
）

休　

第
二
・
四
火
曜
日

体　

無

駐　

３
台

M
A
P
7
P

荒木陶窯

桂木陶芸瀧川陶苑

心斎窯
炎舞陶苑

十郎窯

沈壽官窯
薩洲善衛陶舎

千窯岩

佐太郎窯

未来薩摩圭介窯 美山陶遊館

４００年窯
日韓友好の炎

至江口浜
（国道270号）

至日置市街地

至いちき串木野市
至
鹿
児
島
市

至
い
ち
き
串
木
野
市

ほっとかん

手づくり工房
ひだまり

手づくり工房
ふみ

ひがし
いちき

朝日トンネル

いじゅういん

至伊集院→

←至薩摩川内市

←至いちき串木野市

↓至南さつま市

南九州自動車道

至鹿児島
市→

市来 I.C

美山 I.C

美山

国道３号線

国道270号線

日韓友好の石塔

WC

朴平意の記念碑

調所笑左衛門の招墓

玉山神社

樟脳製造創業之地の碑

南京皿山・御定式窯跡

堂平窯跡

元外相東郷茂徳記念館

JR鹿児島本線

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑬

⑧

⑩

⑨

⑪

緋色窯

⑫

⑭

美山ＩＣ

ゆのもとゆのもと

東
市
来
エ
リ
ア

3

8 7

伊
集
院
の
窯
元

製
造
工
程
・
用
語

薩
摩
焼
の
歴
史

日
吉
の
窯
元

吹
上
の
窯
元

東
市
来
の
窯
元





12 11

東市来エリア

十
郎
窯
染
浦
十
郎

　

白
薩
摩
と
黒
薩
摩
を

半
々
の
割
合
で
製
作
し
て

い
る
。黒
薩
摩
の
釉
薬
に
は

所
有
す
る
山
の
カ
シ
や
シ

イ
の
灰
を
用
い
て
い
る
。伝

統
的
な
色
や
形
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
客
の
好
み
に
応

じ
て
ま
じ
め
に
取
り
組
む

こ
と
を
作
陶
の
基
本
と
し

て
い
る
。

⑥

M
A
P
8
P

じ
ゅ
う
ろ
う  

が
ま

日
置
市
東
市
来
町
美
山
１
０
６
９

☎
０
９
９-

２
７
４-
２
５
６
７

営　

９
時
00
分
〜
１7
時
00
分

休　

無

体　

無

駐　

３
台

http://w
w
w
.jurogam

a.com
/

吉
永
誠
悟

薩
洲
善
衛
陶
舎

　

昭
和
三
十
七
年
に
創
業
。

以
来
伝
統
的
な
薩
摩
焼
を

製
作
し
て
き
た
が
、
こ
こ
約

十
年
は
粉
引（
こ
ひ
き
）、
葉

文
（
よ
う
も
ん
）、
練
り
込

み
、
炭
化（
た
ん
か
）と
い
っ

た
新
し
い
試
み
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
創
業
以
来
、

不
変
の
使
い
や
す
い
器
を

基
本
に
、
新
し
い
技
術
や
デ

ザ
イ
ン
を
追
求
し
続
け
て

い
る
。

⑦
さ
っ
し
ゅ
う
ぜ
ん
え
い
と
う
し
ゃ

日
置
市
東
市
来
町
美
山
１
９
５
０

☎
０
９
９-

２
７
４-

２
３
２
０

営　

８
時
00
分
〜
１7
時
00
分

休　

無

体　

無

駐　

６
台

MAP▶ 8P

伊
集
院
の
窯
元

製
造
工
程
・
用
語

薩
摩
焼
の
歴
史

日
吉
の
窯
元

吹
上
の
窯
元

東
市
来
の
窯
元

⑧
未
来
薩
摩
圭
介
窯
永
吉
圭
介

　

未
来
的
発
想
を
常
に
心

掛
け
な
が
ら
、
芸
術
性
・
有

用
性
を
テ
ー
マ
に
作
品
を

製
作
し
て
い
る
。ま
た
「
未

来
薩
摩
は
地
球
焼
き
」
と
考

え
、
世
界
の
焼
物
の
土
、
釉

薬
、
技
法
な
ど
を
取
り
入
れ

た
新
し
い
物
作
り
に
も
挑

戦
し
て
い
る
。

み　

ら
い
さ
つ 

ま  

け
い
す
け
が
ま

体
験

あ
り

日
置
市
東
市
来
町
美
山
９
２
５

☎
０
９
９-

２
７
４-

９
８
３
７

営　

10
時
30
分
〜
１8
時
00
分

休　

不
定
休

体　

有
・
要
予
約

駐　

７
台

MAP▶ 8P

⑨
佐
太
郎
窯

さ   

た  

ろ
う
が
ま

　

苗
代
川
焼
の
四
百
年
の
伝

統
と
歴
史
を
守
り
、
素
朴
で

温
も
り
の
あ
る
黒
薩
摩
を
次

世
代
に
伝
え
よ
う
と
常
に
心

掛
け
製
作
し
て
い
る
。昔
な

が
ら
の
素
材
で
作
陶
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
顔
を
持
ち
使
い
手

の
心
を
和
ま
せ
る
黒
薩
摩
を

目
指
し
て
い
る
。

体
験

あ
り

日
置
市
東
市
来
町
美
山
４
５
６

☎
０
９
９-

２
７
４-

２
４
５
０

営　

８
時
00
分
〜
１7
時
00
分

休　

元
旦
・
１
月
２
日

体　

有
・
要
予
約

駐　

３
〜
５
台

鮫
島
佐
太
郎

MAP▶ 8P



東市来エリア

14 13

伊
集
院
の
窯
元

製
造
工
程
・
用
語

薩
摩
焼
の
歴
史

日
吉
の
窯
元

吹
上
の
窯
元

東
市
来
の
窯
元

⑪

MAP▶ 8P

千
窯
岩
神
之
門
和
成

せ
ん 

よ
う 

が
ん

⑩

　

土
本
来
の
味
わ
い
を
引
き

出
す
た
め
に
、
釉
薬
を
一
切

使
わ
ず
、
炙
り
か
ら
ひ
た
す

ら
薪
を
焚
き
続
け
る
。時
間

を
か
け
高
温
で
焼
き
上
げ
た

器
は
、炎
と
灰
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
土
肌
に
思
い
が
け
な
い

景
色
を
生
み
出
す
。毎
日
の

暮
ら
し
を
楽
し
く
彩
る
創
作

器
作
り
を
心
が
け
て
い
る
。

日
置
市
東
市
来
町
美
山
４
１
０-

１

☎
０
９
９-

２
７
４-
２
２
８
７

営　

１0
時
00
分
〜
１８
時
00
分

休　

不
定
休

体　

無

駐　

８
台

MAP▶ 8P

体
験

あ
り

日
置
市
東
市
来
町
美
山
１
９
１
３-

２

☎
０
９
９-

２
７
４-

５
７
７
８

営　

８
時
30
分
〜
１7
時
00
分

休　

月
曜（
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

体　

有
・
要
予
約

駐　

８
台

　

メ
ダ
カ
柄
の
デ
ザ
イ
ン

の
食
器
や
楽
器
の
時
計
、
ブ

ド
ウ
柄
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
、
洗
面
鉢
等
を
製
作
し
て

い
る
。現
在
は
、
美
山
陶
遊
館

の
管
理
者
と
し
て
、
陶
芸
体

験
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

緋
色
窯
川
原
未
愛

 

ひ  

い
ろ 

か
ま

心
斎
窯
福
永
茂
史

　

す
べ
て
が
手
作
り
。灯
油

窯
で
は
独
自
の
白
を
求
め

て
粉
引
、刷
毛
目（
は
け
め
）、

象
が
ん
器
な
ど
、
薪
窯
で
は

輪
積
や
叩
き
技
法
で
食
器
、

花
器
、
壷
類
を
製
作
し
て
い

る
。火
加
減
で
予
期
せ
ぬ
作

品
を
創
り
出
す
窯
変
粉
引

（
よ
う
へ
ん
こ
ひ
き
）
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

⑫

体
験

あ
り

MAP▶ 7P

日
置
市
東
市
来
町
美
山
１
２
５
０

☎
０
９
０-

５
７
３
３-

８
０
３
６

営　

１０
時
00
分
〜
18
時
00
分

休　

水
・
木
曜
日

体　

有
・
要
予
約

駐　

６
台 し

ん  

さ
い  

が
ま

久
保
旭

手
づ
く
り
工
房

ひ
だ
ま
り

　

平
成
十
七
年
に
温
泉
の

街
、
湯
之
元
郊
外
に
開
窯
。

使
っ
て
い
て
楽
し
く
な
る

よ
う
な
、
食
卓
に
和
ら
ぎ
と

暖
か
さ
を
感
じ
る
よ
う
な

器
作
り
を
心
掛
け
て
い
る
。

暮
ら
し
を
彩
る
器
、
贈
り
物

と
し
て
も
喜
ば
れ
る
器
を

作
っ
て
い
る
。

⑬日
置
市
東
市
来
町
湯
田
４
２
２
４-

３

☎
０
９
９-

２
７
４-

５
９
１
０

営　

１０
時
０0
分
〜
18
時
00
分

休　

不
定
休

体　

有
・
要
予
約

駐　

５
台

体
験

あ
り

MAP▶ 7P



体
験
の
時
間
帯 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

陶
芸
体
験
料
金 

（
要
予
約
）

ロ
ク
ロ
２
０
５
０
円（
約
５０
分
）

手
び
ね
り
１
５
１
０
円（
9０
分
）

※

完
成
ま
で
１
ヵ
月
程
度
、

　

送
料
別
途
で
郵
送
可



18 17

伊
集
院
の
窯
元

製
造
工
程
・
用
語

薩
摩
焼
の
歴
史

日
吉
の
窯
元

吹
上
の
窯
元

東
市
来
の
窯
元

白
濱
敬
康

茜
工
房

　

手
づ
く
り
の
味
十
分
な

器
。そ
の
よ
う
な
器
は
、使
っ

て
い
る
う
ち
に
は
ま
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
、
何
と
も
言
え

な
い
深
い
味
が
で
て
く
る
も

の
で
す
。

　

及
ば
ず
な
が
ら
、
そ
の
よ

う
な
味
の
あ
る
器
を
め
ざ
し

て
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。

①

篠　

窯
篠
田
雍
昭

　

平
成
十
一
年
に
創
業
以

来
、
茶
道
具
か
ら
日
用
品
ま

で
幅
広
く
製
作
し
て
い
る
。

現
在
は
主
に
亀
裂
模
様
の

あ
る
焼
物
を
製
作
し
て
い

る
。一
回
目
に
本
焼
、
二
回

目
に
亀
裂
釉
薬
を
吹
き
付

け
て
焼
直
し
、
独
自
の
作
品

を
作
り
上
げ
て
い
る
。

②

②

①

③
M
A
P
18
P

あ
か
ね　
　

こ
う　
　

 

ぼ
う

し
の　
　
　

  

が
ま

日
置
市
伊
集
院
町
麦
生
田
１
０
６
５-

１

☎
０
９
９-

２
７
３-

２
７
８
９

営　

９
時
00
分
〜
１7
時
00
分

休　

月
・
火
・
水
曜

体　

無

駐　

７
台

日
置
市
伊
集
院
町
徳
重
６
７
３-

８

☎
０
９
０-

４
３
４
７-

１
６
９
８

営　

８
時
00
分
〜
１8
時
00
分

休　

無

体　

有
・
予
約
無
し
可

駐　

小
型
２
台

MAP▶18P

ＪＲ鹿児島本線

南九州自動車道

日置市役所
徳重神社

ゆすいん 九
州
新 幹 線

伊集院 IC
南九州自動車道

チェスト館

つつじヶ丘団地

日置市役所
徳重神社

ゆすいん

至日吉

至東市来

至
鹿
児
島
市

至鹿児島市

至鹿児島市

至東市来（美山）

茜工房

篠窯

山と野の紀行

伊集院エリア
至東市来（養母）

体
験

あ
り 九

州
新 幹 線

いじゅういん駅いじゅういん駅いじゅういん駅いじゅういん駅

妙円寺団地

県道37号

県道24号

県道206号

県道24号

3

田
中
紀
行

③

MAP 18P

山
と
野
の
紀
行

手
作
り
工
房

　

昔
な
が
ら
の
染
付
で

青
を
基
調
と
し
た
器
を

製
作
し
て
い
る
。繊
細
な

タ
ッ
チ
の
絵
付
で
日
々

の
暮
ら
し
に
調
和
し
た

器
を
、心
を
込
め
て
一
つ

一
つ
作
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
る
。

日
置
市
伊
集
院
町
大
田
上
１
３
０
２

☎
０
９
９-

２
７
３-

０
８
６
１

営　

10
時
00
分
〜
17
時
00
分

休　

無

体　

無

駐　

５
〜
６
台

や
ま　
　

 

の　
　

   

き
こ
う







日
置
市
吹
上
町
今
田
７
０
１-

２

☎
０
９
９-

２
９
６-

５
８
８
０

営　

10
時
00
分
〜
１8
時
00
分

休　

不
定
休（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

体　

無

駐　

５
台

体
験

あ
り

日
置
市
吹
上
町
中
之
里
１
７
７
０-

２

☎
０
９
９-

２
９
６-

２
５
０
１

営　

1０
時
00
分
〜
１7
時
00
分

休　

不
定
休（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

体　

有
・
要
予
約

駐　

５
台



日吉・吹上エリア

　

吹
上
の
人
里
離
れ
た
山

間
に
開
窯
。「
隠(

か
く
れ)

野(

の)

」
の
地
名
を
窯
名

に
し
た
。主
に
磁
器
質
の
食

器
類
を
製
作
し
、
透
明
感
の

あ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。「
飾
ら
な
い
美
」「
抽

象
」
と
い
う
言
葉
を
気
に
掛

け
な
が
ら
製
作
し
て
い
る
。

日
置
市
吹
上
町
湯
之
浦
３
１
６
１-

１

☎
０
９
９-

２
９
６-
３
１
９
９

営　

１3
時
00
分
〜
１7
時
00
分

休　

不
定
休（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

体　

無

駐　

３
台

③

野
上
親
志

隠
野
窯

か
く
れ　

  

の　
　

    

が
ま

M
A
P
26
P

平
成
24
年
に
大
汝
牟
遅
神

社
（
お
お
な
む
ち
じ
ん

じ
ゃ
）
の
参
道
の
先
で
開

窯
。焼
締
の
急
須
を
中
心
に

「
使
い
や
す
い
器
」、「
飽
き

の
こ
な
い
器
」
を
心
が
け
て

作
陶
し
て
い
る
。

日
置
市
吹
上
町
中
原
２
４
２
０-

１

☎
０
９
９-

２
９
６-

３
９
３
９

営　

11
時
00
分
〜
１7
時
00
分

休　

不
定
休（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

体　

無

駐　

３
台

④

黒
田
陽
史

陽
窯

 

よ
う　
　

  

よ
う

M
A
P
26
P
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